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完全 WKB 法の粒子生成への応用 

真空に強い外場を印加すると、真空は粒子対を生成して壊れることが知られている(例え

ば、強い電場による Schwinger 機構)。この真空からの粒子生成の定式化に完全WKB 法と

呼ばれる数学的手法を応用した、という話をする[1]。具体的には、粒子生成が、微分方程

式の漸近解の Stokes 現象として数学的に理解できることに注目し、完全WKB 法の処方に

基づいて、(1)Stokes 図の構造を一般的に同定し、(2)半古典近似の範囲内で Stokes 係数を求

め、(3)その Stokes 係数から、任意の時間依存性を持つような外場のもとでの粒子生成数の

公式を求める。時間があれば、固体での高次高調波発生に応用した話もする[2]。 
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